
戦略的イノベーション創造プログラム 革新的構造材料
先端計測拠点(SIP-IMASM)の進展

拠点長 大久保 雅隆



COP21 産業革命以前と比較して温度上昇を２℃以下に！

2030年に300億トン(CO2)の追加削減が必要
内閣府 「エネルギー・環境イノベーション戦略」にて、数10～100億トン削減を期待

省エネルギー

畜エネルギー

創エネルギー

革新的生産プロセス
超軽量・耐熱構造材料
次世代蓄電池
水素等製造・貯蔵・利用
次世代太陽光発電
次世代地熱発電

CO2固定化・有効利用

内閣府 エネ環WG 第４回資料より http://www8.cao.go.jp/cstp/tyousakai/juyoukadai/wg_enekan/4kai/shiryo1.pdf

軽量化・耐熱化によるエネルギー効率向上
「自動車重量半減、耐熱温度1800℃」

SIP革新的構造材料を推進中
航空機、発電プラントの直近の課題を解決
材料開発期間を１桁短縮
（経験と勘からサイエンスへ）



ボーイング社資料2013

35%

H27年生産実績（日本航空宇宙工業会）
航空機関連総生産高 1.8兆円
機体 1.15兆円
エンジン 0.55兆円（エンジン本体は少ない）
その他 0.12兆円

日本の航空機産業

強度重量比向上
耐熱温度向上
日本製ジェットエンジン



熱効率向上によるCO2削減量（現状の国内既設石炭火力を全て置き換えた場合）
METI A-USC Group

先進超々臨界圧火力発電(A-USC)

発電プラント

耐熱温度向上



SM4Iの領域と先端計測の連携

A. ポリマーとCFRP

C. セラミックスコーティング

D. マテリアルズ
インテグレーション

B. 耐熱合金

未活用情報



μ μ

カーブの形状は材料、機械試験方法に依存する。
しかし、前駆状態観察の重要性は普遍と思われる。

ミクロ(ナノ)構造+ 化学結合+ 機械的特性 九大 津﨑 兼彰
小山元道
野口 博司



TIA 5機関の最先端計測技術を結集（開発期間を一桁短縮）

大久保 忠勝

KEK

木村 正雄

大久保 雅隆

上殿 明良
小口 かなえ



ホップ【ステージ1】2014-2016
“顕在化未活用情報の取得”
従来技術では測定できなかった計測分析ニーーズへのの対応

反物質（陽電子）
マルチスケール2D-3Dイメージング
超伝導
イオン加速器（水素を含む軽元素分析）
放射光（XAFS, Ｘ線CT）
・・・

ステップ【ステージ2】2016-2018
“非顕在化未活用情報の発見”
何をを制御すればよいか分からない
総合解析 (Integrated analysis)



木を見るナノ計測と森を見るナノ計測

ナノイメージング技術（森の中の一本の木を見る）
バルク材料の平均ナノ情報（森全体の調和を見る）

↓
非顕在化未活用情報の発見



2016

産業技術総合研究所 つくばセンター 第2事業所2-12棟

来賓挨拶 松本 英三（内閣府 官房審議官）

基調講演
香川 豊

小山大祐

招待講演
藤元 伸悦

長谷川 剛一, 高木清嘉

津崎 兼彰

松原 秀彰

高久 歴

古原 忠

内田 真

SIP--IMASMの成果報告

参加登録
〆切

第２回 革新的構造材料のための先端計測拠点 国際会議

内閣府




